２０２１年１０月１９日
八幡ＲＣ例会（卓話）資料
岡橋正之
長期計画（政策）委員会　議事録
日　時：２０２０年１０月２０日（火）
日　時：２０２０年１２月８日（火）
出席者：石橋孝三、古賀眞実、峯浦元博、植木秀人、中尾美佐、岡橋正之
日　時：２０２１年８月３１日（火）
日　時：２０２１年９月１４日（火）
出席者：中尾美佐、岡田裕二、峯浦元博、植木秀人、大場信昭、岡橋正之、田中滋俊
「八幡ロータリー賞を今後どうするか」の議事抜粋
　　（基本）
　　〇八幡ロータリー賞は歴史もあり、大変素晴らしい事業なので、見直しを行って継続する。
　　　〇表彰は毎年が良い。（周年時や５年に一度の表彰案も出たが、最終的には毎年実施となった）
　　　〇八幡ＲＣと八幡ＲＡＣの合同開催が良い。
　　　〇規約を一部見直す。
　　　・以前、文化面での表彰対象者を申請したが、規則にないと否決された。　→　文化面の規約追加。
　　　・規約は緩やかで、明確にする。（規約全体は緩やかにするが、一部不明瞭な部分は明確にする）
　　　・対象エリアはあまり限定するよりは北九州市内で良い。
　・表彰は年１つ（１団体まはた１個人）を原則とするが、甲乙つけがたい場合などは、会長判断で複数表彰を妨げないこととする。
　　（財源）
　〇ニコニコボックスの主旨からすると、ニコニコの資金は社会奉仕活動に使用すると良い。
そのため、八幡ロータリー表彰の財源は、ニコニコボックスを使用する。
　　　※ニコニコボックス（ロータリー教本より）
　　　　ロータリークラブの例会では、会員やその家族、会社などで何か良いことやお祝い事があった際、「ニコニコ箱」に寄付するというユニークな慣習があります。もちろんこれは任意の行為なので、金額も寄付自体も、会員の意思に任せられています。このニコニコ箱に集まった寄付金は、クラブの奉仕活動に生かされます。
　　　　（八幡ＲＣ賞　２０２１年６月末時点の残高　１，４８８千円）
　　　　（ニコニコ箱　２０２１年６月末時点の残高　３，９６７千円）

　　（運用）

　　　〇八幡ロータリー賞のＰＲが出来ていないので、まずは八幡ＲＣ内で広報をしっかりと行うことが大事。
　　　　八幡ＲＡＣにも主旨などをきちんと説明する。
　　　〇表彰される団体や個人は、例会に出席してもらい、卓話などをして頂く。
　〇各担当委員会で候補者推薦をしてもらう。
　　　（案）社会奉仕活動　―――　奉仕
　　　　　　青少年奉仕活動　――　奉仕
　　　　　　国際奉仕活動　―――　国際
　　　　　　職業奉仕活動　―――　奉仕
　　　　　　芸術・文化活動　――　クラブ運営、クラブ基盤、広報など
　　　　　　八幡ＲＡＣ　――――　全体
